
2026/02/05 災害時に活用する携帯・簡易トイレ検討会（第一回）

被災地の「トイレ空白」をどう埋めるか
～現地における携帯・簡易トイレの運用実態と課題～

公益社団法人 ピースボート災害支援センター（PBV）
現地コーディネーター 辛嶋 友香里



公益社団法人 ピースボート災害支援センター（PBV）

国内災害事業 / 防災減災教育事業 コーディネーター

辛嶋 友香里（からしま・ゆかり）

・2011年、東日本大震災をきっかけにPBVの初期運営メンバーとして支援に携わり、職員となる
・被災地に向かう数万人のボランティアをオーガナイズ
・現在は、全国各地で講演や研修講師としても活動中

登壇例）内閣府、各都道府県、他各自治体、社会福祉協議会、企業、団体 など
・避難所運営や災害ボランティアセンターの運営の人材育成など各種「防災・減災プログラム」の企画、開発、
制作、運営などを総合的に実施

・その他、防災グッズの企画開発や、マニュアル作成のアドバイス、執筆なども行っている
・また、国内災害の緊急支援も現地責任者として担当。毎年常駐型で、被災地の現地コーディネーターとして
災害対応にあたっている

●内閣府防災「避難生活支援・防災人材育成エコシステム」/ カリキュラム検討委員、監修・講師
●全国災害ボランティア支援団体ネットワーク（JVOAD） 避難生活改善に関する専門委員
●災害ケースマネジメント検討会委員
●群馬県災害派遣福祉チーム（DWAT） アドバイザー
●女性防災ネットワーク・東京（GDNｰT）立ち上げメンバー
●JFRA認定ファンドレイザー など 目指す社会は「ペイフォワード」
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PBV 災害支援専門の非営利団体
※2024年度 PBV活動報告書を参照



実践と防災･減災のサイクル

※2024年度 PBV活動報告書を参照



PBVの避難所支援
これまでの被災地支援活動において、

141か所以上の避難所で支援を実施

・2011年 東日本大震災（宮城県石巻市） 60か所
・2014年 広島土砂災害（広島県広島市） 2か所
・2015年 関東・東北豪雨（茨城県常総市） 1か所
・2016年 熊本地震（熊本県益城町、熊本市、西原村） 17か所
・2017年 九州北部豪雨（福岡県東峰村） 1か所
・2018年 西日本豪雨（岡山県倉敷市） 5か所
・2018年 北海道胆振東部地震（北海道厚真町） 4か所
・2019年 九州北部豪雨（佐賀県大町町） 2か所
・2019年 台風15号（千葉県南房総市） 1か所
・2019年 台風19号（福島県いわき市） 1か所
・2020年 7月豪雨（熊本県球磨村、大分県日田市） 3か所
・2021年 7月豪雨 熱海市土砂災害（静岡県熱海市） 2か所
・2021年 8月豪雨（佐賀県大町町、武雄市） 6か所
・2024年 能登半島地震（石川県輪島市、珠洲市） .....
・2024年 9月奥能登豪雨（石川県輪島市） .....

※その他、在宅避難・車中泊避難者等への支援実施数は上記に含まめおりません。



輪島市 PBVの活動経緯

出典：令和6年能登半島地震GADM資料より



東京23区に匹敵する広域



輪島市での主な活動

2024年1月5日～現在

●行政伴走支援

●情報共有会議の開催・参加

●企業･団体ボランティアの受入れ、

活動内容の調整



現在の主な活動

仮設家電支援 各種支援調整窓口

支援者輪島市
支援調整窓口

（PBV)

地域の方々

コミュニティ支援

箱ものは当選しても、屋内はゼロ
からの準備。
生活環境を整え、スタートアップ
を支援

市内全地区の状況を把握し、被災
者と支援者をつなぐ調整役

特に
・コミュニティ形成困難地域
・物理的孤立地域（アクセス困難地）
・コミュニティ希薄化地域
・支援制度の境界地域（制度の谷間）

常設型「まちのの間」

移動型「よっていかん家（け）」



地理的孤立 届かない仮設・孤立する集落

人命救助・孤立地域の解消急務

出典：NHK
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能登半島地震 きたる大災害の近未来

出典：輪島市



発災直後のトイレ実態



携帯･簡易トイレの｢使い勝手｣という罠



運営者・被災者の困惑
粉タイプ

シートタイプ

物資倉庫

仮設トイレの導入



災害時要配慮者



被災者の身体に起きる変化（健康二次被害）



処理・清掃・水汲み・廃棄のリアル

物流と廃棄の目詰まり「ゴミ」としての尿



見落とされる在宅被災者のトイレ



トイレの設置と運用のギャップ



トイレトレーラーの例

常設の階段は高さが急で、健常者でも上るのが怖い

スロープと手すりを設置。屋根を付けて雨対策も

緩やかならせん階段にすることで高さを緩和

足腰の弱い方でもトイレが利用できるようになった



携帯･簡易トイレを阻む「3つの壁」

知識の壁（情報･経験不足）
平時に一度も使ったことがないものは、有事に使えない。

心理の壁（心理的障壁）
「音」「匂い」「捨てる場所」への五感ストレス。
「羞恥心」等による心理的抵抗やADL（日常生活動作）の低下。

インフラの壁（廃棄の出口戦略）
溜まった「し尿ゴミ」をどう処理するかという物流の死角。
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